
　

昨
年
は
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

昨
年
は
、
安
保
法
制
＝
戦
争
法
に
も
と
づ
く
南
ス
ー

ダ
ン
で
の「
駆
け
付
け
警
護
」と「
宿
営
地
の
共
同
防
衛
」

の
新
任
務
が
付
与
さ
れ
、
陸
自
第
９
師
団
第
５
普
通
科

連
隊
や
第
9
施
設
大
隊
等
３
５
０
名
が
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
年
金
カ
ッ
ト
法
、
カ
ジ
ノ
法
等
の
強
行

採
決
で
安
倍
政
権
の
暴
走
は
極
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

２
人
の
中
学
生
が
自
ら
命
を
絶
つ
出
来
事
や
18
才
選

挙
権
が
初
め
て
行
使
。
高
等
学
校
の
再
編
計
画
や
地
域

医
療
構
想
も
動
き
出
し
ま
し
た
。
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
り
ん
ご
の
黒
星
病
の
発
生
で
万
全
な
対
策

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
の

廃
炉
や
使
用
済
核
燃
料
再
処
理
機
構
の
立
上
げ
等
、
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
の
矛
盾
も
ふ
き
出
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
県
議
団
は
、
山
積
す
る
課
題
に
、
み
な
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
立
ち
向
か
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

　

二
〇
一
七
年
一
月
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　12月定例会は11月24日から12月9日まで開かれ、一
般質問に松田議員が、議案の質疑と一部反対討論、決算
の討論を安藤議員が行いました。
　人口減少克服の方向性、連携中枢都市圏や地域医療構
想の問題点、再処理の基本協定、職員の給与等、当面す
る課題で論戦しました。

松
田
勝
議
員
は
、
元
日
八
戸
市
内
で
、
松
橋
三
夫
党
地
区
委

員
長
、
田
端
文
明
・
苫
米
地
あ
つ
子
両
市
議
ら
と
「
希
望
持

て
る
」
政
治
へ
の
転
換
を
訴
え
ま
し
た
。

県
民
の
み
な
さ
ん
へ

日
本
共
産
党
青
森
県
議
団

す　

わ　

益　

一

安　

藤　

は
る
み

松　

田　
　
　

勝

（無＝古村）

県議団だより
と県政への
ご意見をお寄
せ下さい

　

今
議
会
開
会
日
に
安
藤
議
員
が
27
年
度

決
算
に
対
す
る
一
部
反
対
討
論
を
行
い
ま

し
た
。
27
年
度
は
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型

貸
工
場
へ
の
「
権
利
の
放
棄
」
が
行
わ
れ
、

貸
し
付
け
た
税
金
19
億
２
千
万
円
が
回
収

不
能
と
な
り
、
一
部
企
業
に
対
し
特
別
待

遇
の
決
断
が
あ
っ
た
年
で
し
た
。

　

一
般
会
計
収
入
未
済
は
５
０
０
億
５
、

４
６
１
万
円
に
の
ぼ
り
、
う
ち
県
境
不
法

投
棄
産
業
廃
棄
物
処
理
の
行
政
代
執
行
分

が
７
億
６
、９
６
１
万
円
で
、
今
後
さ
ら

に
23
億
円
の
代
執
行
が
な
さ
れ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
不
法
投
棄
が
昭

和
61
年
か
ら
始
ま
り
警
察
に
逮
捕
さ
れ
る

ま
で
の
15
年
間
１
１
５
万
ト
ン
も
の
不
法

投
棄
を
許
し
た
責
任
は
重
大
で
す
。

　

平
成
28
年
３
月
に
北
海
道
新
幹
線
が
開

業
し
ま
し
た
が
、「
新
青
森
・
新
函
館
北

斗
間
」
建
設
に
際
し
差
別
的
ス
キ
ー
ム
に

よ
る
地
元
自
治
体
の
３
分
の
１
負
担
の
う

ち
、
本
県
が
46
％
を
負
担
。
27
年
度
ま
で

に
合
計
７
６
２
億
２
、３
０
０
万
円
。
東

北
・
北
海
道
新
幹
線
合
わ
せ
て
負
担
額
は

約
２
、６
０
０
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
済
産
業
省
が
平
成
27
年
に
示
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、
原
発
比
率
を

22
％
と
し
30
基
半
ば
の
原
発
稼
働
を
示
す

も
の
で
、
福
島
に
続
き
熊
本
・
鳥
取
で
起

き
た
地
震
が
示
す
よ
う
に
巨
大
地
震
国
で

あ
る
日
本
で
は
原
発
に
た
よ
ら
ず
核
燃
サ

イ
ク
ル
政
策
か
ら
撤
退
す
べ
き
と
主
張
し

ま
し
た
。

　

閉
会
日
、
安
藤
議
員
が
一
部
反
対
討
論
を
行

い
ま
し
た
。
13
の
議
案
に
賛
成
し
10
の
議
案
に

反
対
し
ま
し
た
。
主
な
る
反
対
理
由
と
し
て
28

年
度
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
論
じ
ま
し
た
。
提

案
の
補
正
予
算
は
、
国
の
補
正
予
算
に
添
っ
た

も
の
で
す
が
、
国
の
「
未
来
へ
の
投
資
を
実
現

す
る
経
済
対
策
」
は
「
新
た
な
財
政
投
資
計
画
」

で
、
環
境
破
壊
の
批
判
を
押
し
切
っ
て
Ｊ
Ｒ
東

海
が
進
め
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
へ
の
１
・
５

兆
円
の
融
資
を
す
る
新
た
な
仕
組
み
を
作
り
推

進
し
て
い
る
こ
と
。
そ
の
一
方
で
介
護
職
員
や

保
育
士
の
処
遇
改
善
、
給
付
型
奨
学
金
の
創
設

な
ど
「
１
億
総
活
躍
」
を
う
た
う
対
策
の
多
く

は
、
検
討
自
体
を
来
年
度
以
降
に
先
送
り
し
て

い
る
と
い
う
問
題
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら

わ
が
党
は
反
対
し
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

県
の
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
、
給
与
改

定
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
手
当

が
あ
が
っ
た
と
し
て
も
、
妻
が
専
業
主
婦
で
子

ど
も
が
１
人
か
ら
２
人
の
場
合
の
生
涯
賃
金
は

お
お
よ
そ
１
１
０
万
円
か
ら
２
５
０
万
円
も
の

減
額
と
な
る
な
ど
納
得
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

り
ん
ご
黒
星
病
の
発
生
防
止
対
策
経
費
に
係

り
、
来
年
以
降
の
発
生
を
何
と
し
て
も
食
い
止

め
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

尾
を
引
く
県
境
不
法
投
棄
や
新
幹
線
建
設
の
地
元
負
担

尾
を
引
く
県
境
不
法
投
棄
や
新
幹
線
建
設
の
地
元
負
担

尾
を
引
く
県
境
不
法
投
棄
や
新
幹
線
建
設
の
地
元
負
担

リ
ニ
ア
に
１・５
兆
円
の
一
方
、介
護
・
保
育
士
の
処
遇
改
善
先
送
り

リ
ニ
ア
に
１・５
兆
円
の
一
方
、介
護
・
保
育
士
の
処
遇
改
善
先
送
り

リ
ニ
ア
に
１・５
兆
円
の
一
方
、介
護
・
保
育
士
の
処
遇
改
善
先
送
り

決算討論またしても共産党だけ決算討論またしても共産党だけ

議案に対する一部反対討論を
行う安藤議員（12月9日）

　12月の委員会では、提出議案２問と所管
事項として新規高等学校離職問題、温泉熱
発電導入、核燃サイクルにおけるプルトニ
ウム利用について質しました。写真は津軽
水力発電所視察時（9月9日）のものです。

商工労働観光エネルギー委員会から商工労働観光エネルギー委員会から

　県防災ヘリ「しらかみ」の新型機は、こ
れまでよりも操作や安全性が向上。火災な
どの際に熱を感知する赤外線カメラも新た
に搭載しています。約17億円で購入。

総務・企画・危機管理委員会から総務・企画・危機管理委員会から

　11月21日、東北町で台風10号等によるなが
いもの被害状況を調査しました。（写真）先細
りや腐敗したながいもの現物を確認、水を
吸って重くなった土を重機で取り除く作業
も目の当たりにしました。（被害は５億円以上）

農林水産委員会から農林水産委員会から

　

提
案
さ
れ
た
議
案
に
は
、
認
定
こ
ど
も
園
防

犯
対
策
整
備
費
補
助
、医
療
分
野
の
機
器
の
取

得
、東
通
中
学
校
体
育
館
の
放
射
線
防
護
対
策

事
業
等
が
あ
り
、
す
わ
議
員
は
、
そ
れ
ら
が
ど

う
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
質
し
ま
し
た
。

　

相
模
原
事
件
か
ら
各
施
設
の
防
犯
対
策

を
強
化
す
る
と
し
て
、
今
回
、
認
定
こ
ど

も
園
に
防
犯
カ
メ
ラ
、門
、フ
ェ
ン
ス
等
を

設
置
す
る
た
め
の
補
助
金
が
計
上
（
１
件

90
万
円
、
８
ヶ
所
）。
す
わ
議
員
は
、
一

定
の
抑
止
力
に
な
る
に
し
て
も
、
大
事
な

こ
と
は
、
殺
傷
事
件
が
な
ぜ
起
き
た
か
。

憲
法
13
条
は
「
す
べ
て
国
民
は
個
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
る
、
生
命
、
自
由
及
び
幸
福

追
及
権
」
の
「
最
大
の
尊
重
」
が
あ
い
ま

い
に
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
の
問
題
点
を

強
調
し
ま
し
た
。

　

イ
ー
タ
ー
支
援
室
か
ら
の
要
請
で
、
こ

の
間
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
、Ｐ
Ｅ
Ｔ

用
薬
剤
合
成
装
置
及
び
理
化
学
機
器
等
５

件
、
計
７
億
７
、１
５
０
万
円
の
医
療
機

器
を
購
入
。
東
北
大
、
岩
手
医
科
大
等
の

教
授
・
医
学
生
の
研
究
に
資
す
と
い
う
。

な
ぜ
、
こ
れ
が
原
子
力
の
人
材
育
成
に
つ

な
が
る
の
か
。
議
論
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

東
通
中
学
校
体
育
館
は
、
要
配
慮
者
の

屋
内
退
避
に
使
わ
れ
ま
す
が
、
水
、
食
料

は
３
日
分
の
み
。長
び
け
ば
ど
う
な
る
か
。

一
般
の
住
宅
退
避
の
水
、
食
料
は
ど
う
な

る
か
。
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

（写真は、委員会のメンバーが弘前、五所川原の上空を試乗。
安定性を確かめた。８／25）

総務・企画・危機管理委員会で
質疑を行うすわ議員（12月7日）

安
藤
議
員
は
、
3
人
の
弘

前
市
議
団（
越
さ
ん
、石
田

さ
ん
、千
葉
さ
ん
）と
一
緒

に
訴
え
る
。

1
月
4
日

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
前

す
わ
議
員
は
、
6
人
の
青

森
市
議
団
（
藤
原
さ
ん
、

舘
田
さ
ん
、
村
川
さ
ん
、

葛
西
さ
ん
、
天
内
さ
ん
、

山
脇
さ
ん
）
と
訴
え
。

（
1
月
4
日　

市
役
所
前
）

PET用薬剤合成装置等が原子力人材育成とつながるかPET用薬剤合成装置等が原子力人材育成とつながるかPET用薬剤合成装置等が原子力人材育成とつながるか

飛躍

⎝⎛

⎠⎞

安
倍
政
権
の
暴
走
か
ら
県
民
の
命
と

く
ら
し
、
平
和
を
守
ろ
う

安
倍
政
権
の
暴
走
か
ら
県
民
の
命
と

く
ら
し
、
平
和
を
守
ろ
う

安
倍
政
権
の
暴
走
か
ら
県
民
の
命
と

く
ら
し
、
平
和
を
守
ろ
う

３
県
議
、
街
頭
か
ら
訴
え
る

３
県
議
、
街
頭
か
ら
訴
え
る

議案・意見書・請願の賛否 〇賛成　×反対
一般会計補正予算（4号）案
職員の給与改正条例（扶養手当の半減等）
県会議員の期末手当改正条例
財産の取得（PET用薬剤合成装置等）
ゆきとどいた教育を求める請願
私学助成などの拡充求める請願
青森県私学助成についての請願
地域防災力の向上、災害に強い防災への意見書
受動喫煙の防止に関する意見書
南スーダンへの自衛隊派遣の中止・撤退求める意見書
海外派遣（タイ）

採　択
採　択
採　択
採　択
不採択
不採択
採　択
採　択
採　択
不採択
採　択

〇
〇
〇
〇
×
×
〇
〇
〇
×
〇

青和

×
×
×
×
〇
〇
〇
〇
〇
〇
×

無

〇
〇
〇
〇
×
×
〇
〇
〇
×
〇

民進

〇
〇
〇
〇
×
〇
〇
〇
〇
×
〇

公明

〇
〇
〇
〇
×
×
〇
〇
〇
×
〇

自民

×
×
×
×
〇
〇
〇
〇
〇
〇
×

共産



　

議
員
提
案
で
青
森
県
が
ん
対
策
推
進
条
例
制
定
を

め
ざ
し
、
全
会
派
・
無
所
属
か
ら
な
る
、
が
ん
対
策

条
例
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
、
平
成
28
年
３
月
11

日
か
ら
11
月
24
日
ま
で
計
15
回
の
検
討
会
を
開
い
て

き
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
か
ら
は
安
藤
議
員
が
参
加

し
、
各
分
野
の
方
々
か
ら
の
意
見
聴
取
や
条
例
案
の

検
討
を
行
い
、
今
議
会
で
全
会
派
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
自
衛
隊
派
遣
を
中
止
し
、
撤

退
を
求
め
る
意
見
書（
案
）」
を
日
本
共
産
党
と
無
所

属
古
村
さ
ん
で
提
出
し
ま
し
た
。
政
府
は
、
11
月
15

日
、Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
新
任
務
付
与
を
閣
議
決
定
。
計
３
５

０
人
が
派
遣
さ
れ
12
月
12
日
か
ら
実
施
に
移
さ
れ

る
。「
問
題
な
の
は
、
11
月
１
日
の
国
連
特
別
調
査

報
告
書
で
も
キ
ー
ル
大
統
領
と
マ
シ
ャ
ー
ル
副
大
統

領
と
の
和
平
合
意
は
、崩
壊
し
た
と
断
定
し
て
い
る
」

「
Ｐ
Ｋ
Ｏ
５
原
則
が
崩
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
に
も
拘

わ
ら
ず
、
強
引
に
派
遣
、
実
行
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
」「
青
森
県
の
若
い
青
年
」
の
「
命
を
落
と
す
よ

う
な
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
意
見
書
に
、
自
民
・
公
明
・
青
和
会
と
民
進

が
否
決
に
ま
わ
り
ま
し
た
。
一
昨
年
、
民
主
は
安
保

法
制
反
対
の
意
見
書
を
提
出
し
て
い
ま
し
た
。

ボ
ー
ナ
ス
は
他
県
と
の
格
差
が
さ
ら
に

拡
大
し
、
東
北
で
最
低
、
全
国
で
は
下

か
ら
3
番
目
と
な
り
、
国
と
の
格
差
は

０
・
２
月
か
ら
０
・
25
月
に
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。
県
内
企
業
の
水
準
に
あ
わ
せ

る
と
い
う
人
事
委
員
会
勧
告
に
沿
う
も

の
で
す
が
、
こ
れ
で
は
勤
務
意
欲
・
地

域
経
済
に
も
影
響
す
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　

り
ん
ご
黒
星
病
の
ま
ん
延
防
止
の
た

め
の
新
た
な
体
制
に
つ
い
て
県
は
「
平

成
29
年
度
か
ら
自
動
計
測
顕
微
鏡
と
胞

子
採
集
器
に
よ
り
、
飛
散
状
況
を
実
測

し
こ
れ
ま
で
の
予
察
機
メ
ト
ス
以
上
に

精
度
の
高
い
情
報
を
提
供
す
る
他
、
葉

か
ら
枝
へ
の
二
次
感
染
を
引
き
起
こ
す

微
細
な
胞
子
も
新
た
に
計
測
す
る
。
気

象
観
測
す
る
シ
ー
カ
メ
ラ
と
胞
子
採
集

器
を
東
青
、
中
南
、
三
八
、
西
北
の
４

地
区
に
設
置
し
、
気
象
と
葉
の
濡
れ
時

間
の
観
測
や
、
胞
子
の
飛
散
量
を
計
測

し
、
予
察
に
用
い
る
デ
ー
タ
の
収
集
を

行
う
。
平
成
32
年
度
か
ら
は
国
と
開
発

す
る
予
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
３

年
間
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
発
生

予
察
情
報
を
提
供
す
る
」と
し
ま
し
た
。

　

梵
珠
山
に
あ
る
青
森
県
立
自
然
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
に
つ
い

て
、
平
成
20
年
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
る

青
森
県
森
林
組
合
連
合
会
と
す
る
提
案

が
な
さ
れ
ま
し
た
。「
新
た
な
自
然
体

験
事
業
な
ど
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
入
管
者
数
も
多
く
な
っ
て

い
る
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

六
ヶ
所
に
は
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス

か
ら
返
還
さ
れ
た
も
の
と
今
後
返
還
予

定
の
４
０
０
本
を
合
わ
せ
る
と
２
、２
３

０
本
も
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
が

一
時
貯
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
終
処
分
場
選
定
の
た
め
に
は
核
燃
サ

イ
ク
ル
を
や
め
こ
れ
以
上
廃
棄
物
を
増

や
す
べ
き
で
は
な
い
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

再
処
理
工
場
に
係
る
安
全
協
定
第
５

条
で
「
可
能
な
限
り
放
出
低
減
の
た
め

の
技
術
開
発
の
促
進
に
努
め
る
」
と
あ

る
が
、
福
島
第
一
原
発
か
ら
放
出
さ
れ

る
濃
度
と
比
べ
る
と
11
万
倍
に
も
な
る

ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
低
減
に
ど
う
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
質
し
ま
し
た
。

　

配
偶
者
手
当
が
１
万
３
千
円
か
ら

６
、
５
０
０
円
に
２
年
間
で
段
階
的
に

半
減
す
る
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
民

間
企
業
に
合
わ
せ
る
と
い
う
人
事
委
員

会
勧
告
に
沿
う
も
の
で
す
が
、
企
業
の

89
・
６
％
は
見
直
す
予
定
は
な
い
の
で

す
。
色
々
な
事
情
で
専
業
主
婦
を
選
択

せ
ざ
る
を
え
な
い
事
を
考
慮
す
べ
き
で

す
。

　

職
員
給
与
改

定
で
本
俸
部
分

は
若
年
層
を
中

心
に
わ
ず
か
に

ア
ッ
プ
し
た
も

の
の
、
他
は
恩

恵
が
少
な
く
、

再処理の基本協定、職員の給与、りんご黒星
病対策、自然ふれあいセンターの指定管理
再処理の基本協定、職員の給与、りんご黒星
病対策、自然ふれあいセンターの指定管理
再処理の基本協定、職員の給与、りんご黒星
病対策、自然ふれあいセンターの指定管理
再処理の基本協定、職員の給与、りんご黒星
病対策、自然ふれあいセンターの指定管理

南スーダン傍観していいか、雇用の安定確保、小規模企業の振興
連携中枢都市圏、地域医療構想、通学路の安全、住宅の耐震化連携中枢都市圏、地域医療構想、通学路の安全、住宅の耐震化連携中枢都市圏、地域医療構想、通学路の安全、住宅の耐震化

こ
れ
以
上
、核
の
ゴ
ミ
ふ
や
す
な

こ
れ
以
上
、核
の
ゴ
ミ
ふ
や
す
な

こ
れ
以
上
、核
の
ゴ
ミ
ふ
や
す
な

ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
低
減
は

ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
低
減
は

ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
低
減
は

扶
養
手
当
の
半
減
は
問
題

扶
養
手
当
の
半
減
は
問
題

扶
養
手
当
の
半
減
は
問
題

ボ
ー
ナ
ス
は
東
北
最
低

ボ
ー
ナ
ス
は
東
北
最
低

ボ
ー
ナ
ス
は
東
北
最
低

新
た
な
予
察
シ
ス
テ
ム
と
は

新
た
な
予
察
シ
ス
テ
ム
と
は

新
た
な
予
察
シ
ス
テ
ム
と
は

指
定
管
理
者
の
成
果
は

指
定
管
理
者
の
成
果
は

指
定
管
理
者
の
成
果
は
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松
田
勝
議
員
は
、一
般
質
問
に
立
ち
、

①
陸
上
自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣　

②
人
口
減
少
対
策
―
若
者
が
希
望
を
持

て
る
青
森
県
づ
く
り
、
正
規
雇
用
化
の

促
進　

③
医
療
行
政
―
地
域
医
療
構
想

と
国
民
健
康
保
険　

④
教
育
行
政
―
通

学
路
の
安
全
対
策
、
い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
、
高
校
教
育
改
革
推
進
計
画
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

議案に対する質疑を行う
安藤議員（12月6日）

一般質問を行う松田議員（12月2日）

「
無
事
に
帰
還
を
」
知
事

「
無
事
に
帰
還
を
」
知
事

「
無
事
に
帰
還
を
」
知
事

「
無
事
に
帰
還
を
」
知
事

３
、５
０
０
床
の
削
減

３
、５
０
０
床
の
削
減

３
、５
０
０
床
の
削
減

３
、５
０
０
床
の
削
減

地
域
の
要
望
に
応
え
て

地
域
の
要
望
に
応
え
て

地
域
の
要
望
に
応
え
て

地
域
の
要
望
に
応
え
て

耐
震
化
の
促
進
へ

耐
震
化
の
促
進
へ

耐
震
化
の
促
進
へ

耐
震
化
の
促
進
へ

高
校
の
教
育
改
革
の

　
　
　

方
向
性
に
つ
い
て

高
校
の
教
育
改
革
の

　
　
　

方
向
性
に
つ
い
て

高
校
の
教
育
改
革
の

　
　
　

方
向
性
に
つ
い
て

高
校
の
教
育
改
革
の

　
　
　

方
向
性
に
つ
い
て

正
規
雇
用
を
増
や
し
て

正
規
雇
用
を
増
や
し
て

正
規
雇
用
を
増
や
し
て

正
規
雇
用
を
増
や
し
て

小
規
模
企
業
に
こ
そ

小
規
模
企
業
に
こ
そ

小
規
模
企
業
に
こ
そ

小
規
模
企
業
に
こ
そ

連
携
中
枢
の
向
か
う
先
は

連
携
中
枢
の
向
か
う
先
は

連
携
中
枢
の
向
か
う
先
は

連
携
中
枢
の
向
か
う
先
は

原
因
の
特
定
と
今
後
の
対
応
求
め
て
＝
松
田
議
員

鳥インフルエンザ、2例合せ23,080羽殺処分鳥インフルエンザ、2例合せ23,080羽殺処分鳥インフルエンザ、2例合せ23,080羽殺処分

　

松
田
議
員
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
南

ス
ー
ダ
ン
派
遣
に
つ
い
て
、
県
民
の
命

を
守
る
立
場
に
あ
る
知
事
と
し
て
、
傍

観
し
て
い
て
い
い
の
か
と
批
判
、
何
ら

か
の
対
応
を
行
う
べ
き
と
質
問
。

　

三
村
知
事
は
「
派
遣
さ
れ
て
い
る
隊

員
が
無
事
に
任
務
を
遂
行
し
、
帰
還
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
答
弁
。

　

松
田
議
員
は
、
人
口
減
少
対
策
と
し

て
雇
用
の
安
定
確
保
が
重
要
と
述
べ
、

特
に
非
正
規
の
正
規
雇
用
化
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
を
質
問
し
ま
し
た
。

　

商
工
労
働
部
長
は
「
正
規
雇
用
を
増

や
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
昨
年
12
月
経
営

者
協
会
、
連
合
等
々
と
、
働
き
方
推
進

協
議
会
を
設
置
し
、
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
、
最
近
小
規
模
企
業
の

振
興
条
例
を
制
定
す
る
自
治
体
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
青
森
県
中
小
企
業

振
興
条
例
に
基
づ
く
中
小
企
業
の
振
興

に
取
り
組
む
県
の
見
解
を
質
問
。

　

三
村
知
事
は
「
中
小
企
業
が
持
て
る

力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
前
に
進
め
て

い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
要
因
と
し
て
「
平
成
の

大
合
併
」
が
あ
っ
た
と
批
判
。
連
携
中

枢
都
市
圏
は
、
失
敗
し
た
〝
合
併
の
代

替
〞
と
し
て
の
新
た
な
自
治
体
再
編
で

あ
る
と
述
べ
、
本
県
に
お
け
る
連
携
中

枢
都
市
圏
の
形
成
に
向
け
た
動
き
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
質
問
し
ま
し
た
。

　

総
務
部
長
は
「
八
戸
市
圏
域
で
は
懇

談
会
で
助
言
、
青
森
圏
域
で
も
意
見
交

換
会
に
参
画
し
て
い
る
。
引
き
続
き
各

圏
域
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支

援
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
、
地
域
医
療
構
想
に
つ

い
て
、
県
全
体
で
病
床
数
３
、５
０
０

削
減
に
よ
っ
て
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い

患
者
が
生
ず
る
の
で
は
な
い
か
と
質
問

し
ま
し
た
。

　

健
康
福
祉
部
長
は
「
構
想
に
掲
げ
る

病
床
数
は
、
推
計
値
で
あ
り
、
必
ず
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
目
標
値
で
は

な
い
。
し
か
し
病
床
機
能
分
化
に
よ
っ

て
お
の
ず
と
近
づ
い
て
い
く
」
と
答
え

ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
、
最
近
起
こ
っ
た
横
浜

市
等
登
校
中
の
子
ど
も
の
事
故
は
、
対

策
が
必
要
な
危
険
個
所
で
は
な
か
っ
た

と
述
べ
、
通
学
路
の
安
全
点
検
を
見
直

す
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

　

教
育
長
は
「
市
町
村
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
通
学
路
の
安
全
対
策
を
計
っ

て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
、
１
９
８
１
年
の
建
築

基
準
法
改
正
後
、
事
務
所
な
ど
の
耐
震

化
は
進
ん
で
き
た
が
、
木
造
住
宅
は
十

分
で
な
い
と
指
摘
、
県
内
の
住
宅
耐
震

化
促
進
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
質

問
。

　

県
土
整
備
部
長
は
「
耐
震
診
断
と
補

修
立
替
え
の
補
助
を
行
い
、
今
後
も
耐

震
化
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
補
助
制
度
に
つ
い

て
周
知
し
て
い
く
」
と
答
弁
。

　

松
田
議
員
は
、
高
校
教
育
改
革
推
進

計
画
に
つ
い
て
、
少
人
数
・
小
規
模
校

化
し
て
、
手
厚
い
教
育
実
現
の
チ
ャ
ン

ス
な
の
に
、「
計
画
」
は
逆
行
し
て
い

る
と
述
べ
、
通
学
問
題
や
教
育
の
充
実

に
関
わ
る
臨
時
講
師
の
配
置
状
況
に
つ

い
て
尋
ね
ま
し
た
。

　

教
育
長
は
「
市
町
村
と
連
携
を
計
っ

て
通
学
困
難
問
題
に
あ
た
っ
て
い
く
。

現
在
臨
時
講
師
数
は
、
３
２
２
名
で
あ

り
、
教
員
に
占
め
る
割
合
は
13
・
３
％

と
な
っ
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

私学をそだてる会のみなさんが、88,412筆の請願署名を議長に届ける（11月
30日、共産党から松田、安藤、すわ議員、民進党から田中議員、無所属の古村
議員が同席しました。全員の写真撮りにならなくて申し分けありません）

私学助成の拡充の請願、民進が紹介議員
「ゆきとどいた教育」は誰もが願っているのに
私学助成の拡充の請願、民進が紹介議員
「ゆきとどいた教育」は誰もが願っているのに
私学助成の拡充の請願、民進が紹介議員
「ゆきとどいた教育」は誰もが願っているのに

青
森
県
が
ん
対
策
推
進
条
例
案
は
全
会
派
一
致
で
採
択

青
森
県
が
ん
対
策
推
進
条
例
案
は
全
会
派
一
致
で
採
択

青
森
県
が
ん
対
策
推
進
条
例
案
は
全
会
派
一
致
で
採
択

「
南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
自
衛
隊
派
遣
の
中
止
求
め
る
」は
否
決

「
南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
自
衛
隊
派
遣
の
中
止
求
め
る
」は
否
決

「
南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
自
衛
隊
派
遣
の
中
止
求
め
る
」は
否
決

　

12
月
議
会
に
、
私
学
助
成
の
請
願
２
本

と
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る
請
願
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
私
学
を
そ
だ

て
る
会
の
請
願
に
民
進
党
４
名
が
紹
介
議

員
に
名
を
連
ね
ま
し
た
。
私
学
助
成
の
２

本
の
請
願
は
、
総
務
部
長
答
弁
が
前
向
き

な
も
の
で
、
ど
ち
ら
も
採
択
す
べ
き
も
の

で
し
た
。「
経
営
費
補
助
の
増
額
」が
、な

ぜ
現
実
的
で
な
い
の
か
。
増
額
こ
そ
現
実

的
な
願
い
で
は
な
い
の
か
。
し
か
し
、
そ

だ
て
る
会
の
請
願
は
、
自
・
公
等
が
否
決

し
ま
し
た
。「
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求

め
る
請
願
」
は
、
小
・
中
の
「
35
人
以
下

学
級
を
国
の
責
任
で
実
現
す
る
」
等
、
11

項
目
。
し
か
し
、「
国
の
施
策
の
方
向
性

を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
不
採

択
。
本
会
議
で
は
、
自
・
公
・
青
和
と
民

進
が
不
採
択
に
ま
わ
り
ま
し
た
。

ま
す
」
と
述
べ
、「
農
水
省
が
５
日
に
１
例
目

に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
公
表
し
て
い
る
。
今

後
の
対
策
を
考
え
た
時
に
発
生
要
因
を
明
ら
か

に
し
て
、
根
本
対
策
を
取
る
こ
と
が
大
切
と
思

う
。
県
は
農
水
省
の
調
査
を
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
「
調
査
結
果
を
受
け
て
、
発

生
要
因
の
可
能
性
と
し
て
、
家
き
ん
舎
の
ひ
び

割
れ
や
小
型
野
鳥
の
侵
入
可
能
な
破
損
、
ね
ず

み
の
死
が
い
等
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
防
疫
体
制
を
徹
底
し
て
い
く
」
等
々
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

又
、
発
生
農
家
の
経
営
対
策
等
を
求
め
て
翌

日
国
に
要
請
す
る
旨
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
、
農
林
水
産
委
員
会
に
お
い
て
、

油
川
潤
一
部
長
か
ら
「
県
内
で
発
生
し
た
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
に
つ
い

て
」
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
生
の
経
過
、
防
疫
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

１
例
目
あ
ひ
る
１
８
、３
６
０
羽
、
２
例
目
４
、

７
２
０
羽
、
合
計
で
２
３
、０
８
０
羽
の
あ
ひ

る
の
殺
処
分
、
埋
却
処
理
が
完
了
し
た
等
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
他
の
農
場
へ
の
対

策
指
導
、
県
内
一
斉
消
毒
の
実
施
、
風
評
被
害

の
発
生
防
止
対
策
を
取
る
こ
と
を
述
べ
ま
し

た
。

　

松
田
議
員
は
「
部
長
は
じ
め
、
職
員
の
皆
さ

ん
の
昼
夜
を
分
か
ず
の
御
奮
闘
に
敬
意
を
表
し


